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    要旨 

  ＩＣＴ（情報通信技術）の急速な発展により情報通信手段が極めて多様化かつ便

利化し、その結果複雑かつ広範なコミュニティネットワークの形成を創出してきて

いる。そのために「地球上での距離感はすでに消滅し、考慮する必要はなくなった」

（F.Cairncross）とか「地球上情報通信では平準化し、いつでもどこでも、誰でも自

由に情報通信化になった」(T.L.Friedman)との説が強調されるほどになった。 

  しかし、そもそもコミュニティネットワークの形成にはそれなりの動機、誘引およ

び便益があり、それなくして自由にネットワークを形成することはない。今日のサイ

バー空間における経済ネットワークを考察するにこの点が特に強調されなければな

らない。 

  サイバー空間における経済ネットワーク形成には、それなりの誘引と便益が存在し

なければならず、経済取引が介在する以上、距離、時間、移動の利便性などなど経済

的合理性が存在しなければならない。本報告では、この点をこれまでの先行研究に依

存しながら、その重要性を考察することにする。 
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 序 

  ＩＣＴ（情報通信技術）の進展は相変わらず目覚しいものがある。情報通信の利便性

向上およびコミュニケーションのさらなる進化に向けさまざまなイノベーションが推進さ

れつつあり、とどまるところを知らない。その結果こうしたＩＣＴによるサイバー空間に

おいてＳＮＳ（ソーシャルネットワークシステム）による通信・情報交換パターンが進展

しつつある。これらが人々の結びつきを一層容易化してきていることは事実であり、まさ

に互いがグローバルな規模でつながるあるいは結びつく経済社会が実現しつつあるのも事

実である。それにより、「世界は狭くなった」とか「距離はもはや考慮不要」あるいは「も

はやＩＣＴグローバル社会では経済がフラット化し、情報および経済取引は容易化しつつ

ある」との主張も登場した。 

 これらの主張は事実であろうか。この問題に答えるために、まずは、こうしたサイバー

空間において、どのようなつながり、あるいはネットワークが形成されるのか。ここでは

この点に着目し、サイバー空間における情報ネットワーク特に経済ネットワークの有り様

について文献を渉猟して論点を整理し、その特性を明らかにすることで、それらの主張の

是非を検討することにする。 

１．「つながり」の考え方 

Isacc Newton: 万有引力の法則「引力＝容積に比例し、中心距離の２乗に反比例」 

Waldo.Tobler’s First Law of Geometry:「すべては他のすべてと関連しているが、近距

離ものは遠距離のものよりもかかわりが強い」＝「近いもの同士、類似性が強い」 

「そもそも社会ネットワークは個人の意志で決定」＜＝ネットワーク形成と維持の 

費用対便益比較考量 

  「他からの影響大」＝Strong Band Wagon Effect  

                          

２．さまざまな距離概念 

Spatial Models of Distance:行動者間あるいは地点間の地理的・物理的（移動時間含む） 

             距離に着目 

Temporal Models of Distance： 

時間は空間距離の代理変数にならず。共時性と非共時性問題 

          カリフォルニア：９：００ＡＭ ＶＳ ロンドン：６：００ＰＭ 

          非共時性＝＞距離感を縮小：９：００ＡＭはどこの時間か？ 



 

The Gravity Model of International Trade by Tinbergen(‘62)ほか： 

「双方間の貿易量が減少していくと、双方の距離感は拡大していく」 

Center-Periphery Models of Distance：各個人が関係あるかないかで距離が決まる。 

 

Network Models：無数の結合：距離＝到達へのリンク数 

      ノルドが増えると結びつき急増 

Dichotomous Models：グローバル技術デザインチームは一時的、地理的、歴史的、技術的、

政治的側面を含む複数の障害に橋をかけ、交渉する必要がある。熱意と距離の利用戦略に

より距離感が変わってくる。 

 D.Kolb ：「距離はリンクの長さよりも社会的、技術的結びつきにおけるギャップの大き

さあるいは忍耐感」 

３．考察 

 SNS の進展におけるネットワーク 

 コミュニケーションあるいは情報交換の場合：距離・時間自由 

個人の意志が大きく反映 

 ビジネス取引：以下の３点がネットワーク形成に大きく寄与：Newton の法則 

①合理的な産業構造あるいは組織 

        ②体系的に組織化された相互活動 

        ③効率的な輸送システム 

 インターネット：「そもそも主流文化から外れて光の当たらない情報を共有したいとの 

         願望から出発」＝＞情報を容易に交換可能な状況においてネットワー 

ク形成可能であるがビジネスなどはそれの上記の 

３点の条件が加わる。 

 

 結論 

  ICT ネットワークで「距離を考えることは不要」、「地球上すべてフラットで誰でも自

由に情報交換、経済取引が可能」の説に首肯するわけには行かない。すなわち ICT の発展

によるＳＮＳの進化が空間経済学そのものを根本から変えるほどの事態をもたらすものに

はなっていない。 
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